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下 総 町 ・ 大 栄 町

5

大
栄
町
役
場
か
ら
国
道
51
号
を
成

田
方
面
に
約
１
km
戻
っ
た
右
手
、
モ

ミ
の
大
木
や
杉
な
ど
が
生
い
茂
る
森

の
中
に
建
つ
大
慈
恩
寺

だ
い
じ
お
ん
じ

。
大
栄
町

吉
岡

き
ち
お
か

地
区
に
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期

こ
の
地
を
治
め
て
い
た
豪
族
大
須
賀

氏（
千
葉
氏
の
一
族
）に
招
か
れ
た

真
源

し
ん
げ
ん

が
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

真
言
宗
の
お
寺
で
す
。

室
町
時
代
初
頭
の
暦
応
４
年（
１

３
４
１
）、
足
利

尊
氏
の
弟
・
直た

だ

義よ
し

は
、
こ
の
寺

を
足
利
幕
府
の

祈
願
所
と
し
、

後
醍
醐
天
皇
や

南
北
朝
の
内
乱

の
犠
牲
者
の
め

い
福
を
祈
る
た

め
の
利
生
塔

り
し
ょ
う
と
う

を
建
立
し
ま
し
た
。
こ

の
時
代
、
足
利
氏
の
手
厚
い
保
護
を

受
け
北
総
地
域
有
数
の
寺
院
と
し
て

全
盛
を
誇
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
御
朱
印
寺（
徳
川

家
よ
り
代
々
土
地
を
寄
進
）の
格
式

を
与
え
ら
れ
、
地
方
文
化
の
中
心
と

し
て
栄
え
た
名
刹
で
し
た
。

大
慈
恩
寺
の
宝
物

お
寺
の
沿
革
や
当
時
の
繁
栄
を
物
語
る

か
の
よ
う
に
、
大
慈
恩
寺
所
有
の
宝
物
に

は
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
残
り
、
73
点
が

県
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

絹
本
著
色
十
六
羅
漢
像
な
ど
絵
画
19
点
、

下
総
国
利
生
塔
に
関
す
る
足
利
幕
府
文

書
・
足
利
直
義
仏
舎
利
寄
進
状
な
ど
中
世

文
書
50
通
な
ど
で
、
一
つ
の
お
寺
に
足
利

氏
関
係
の
文
書
が
こ
れ
だ
け
残
さ
れ
て
い

る
の
は
大
変
珍
し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
境
内
に
は
利
生
塔
礎
石
群
跡（
塔

は
明
治
35
年
倒
壊
し
礎
石
の
み
残
存
）、
梵

鐘
・
板
碑
群
な
ど
が
往
時
を
偲
ば
せ
て
く

れ
ま
す
。

（右）絹本著色十六羅漢像
（左）お寺の由緒が書かれた梵鐘

勅使門―朝廷から派遣された者だけが通行を許された門

開祖・真源画像（大慈恩寺所蔵）

①
日
時
＝
10
月
16
日（
日
）
午
前
11

時
開
演
予
定

場
所
＝
県
立
房
総

の
む
ら

②
日
時
＝
11
月
20
日（
日
）
午
前
10

時
開
演
予
定
　
場
所
＝
大
栄
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
演
目
＝
本
朝
二
十
四
孝「
十
種
香

の
場
」、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
「
九

段
目
山
科
閑
居
の
場
」、
弁
天
娘

女
男
白
浪「
稲
瀬
川
の
場
」

●
そ
の
他
＝
①
の
入
館
料
　
一
般
５

０
０
円
、高
・
大
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
無
料
、

1
95-

３
３
３
３
②
は
前
売
り
チ

ケ
ッ
ト
を
販
売
。
販
売
日
時
に
な

ど
く
わ
し
く
は
大
栄
町
生
涯
学
習

課（
1
０
４
７
８-

73-

７
０
７
１
）

へ
。

大栄町伊能歌舞伎公演
のお知らせ
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こ
の
４
月
、
ふ

る
さ
と
に
近
い
小

御
門
神
社
を
訪

れ
、
能
面
を
奉
納

し
た
小
倉
宗
衛

そ
う
え
い

さ

ん
は
、
日
本
の
能
面
制
作
の
第
一
人
者

で
す
。
訪
れ
た
理
由
は
全
国
の
神
社
百

社
を
目
標
に
能
面
を
奉
納
す
る
た
め
。

昭
和
３
年
、
大
室
に
生
ま
れ
画
家
を

志
し
文
化
学
院
美
術
科
に
入
学
。
と
こ

ろ
が
、
あ
る
講
義
で『
雪
の
小
面
』と
い

う
能
面
の
話
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
が

能
面
作
家
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
。
昭

和
29
年
か
ら
能
楽
研
究
、
同
46
年
に
は

能
面
制
作
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
制

作
し
た
面
は
１
２
０
種
・
１
千
点
を
超

え
、
日
本
芸
術
家
協
会
連
合
展
優
秀
賞
、

国
際
芸
術
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
。
全
国

の
美
術
館
・
百
貨
店
は
も
と
よ
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ン
ド
ン
な
ど
世
界
各

国
で
能
面
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
成
田
で
暮
ら
し
た
の
は
久
住
第
二

小
学
校
時
代

ま
で
で
す

が
、
一
度
は

生
ま
れ
故
郷

の
成
田
で
作

品
展
を
開
き

た
い
」
と
笑

顔
で
語
り
、

神
社
を
後
に

し
ま
し
た
。

奉納された能面（平成17年4月27日）

下
総
町
中
里
地
区
に
あ
り
、
建
暦

２
年（
１
２
１
２
）国
一
禅
師

く
に
い
ち
ぜ
ん
し

が
開

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
臨
済
宗
の
寺

院
。
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
を
本
尊
と

し
、
安
産
・
子
育
て
の
観
音
様
と
し

て
女
性
の
信
仰
が
あ
つ
く
、
大
小
の

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
大
き
な
ガ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
絵
馬

は
珍
し
い
も
の
で
、
19
枚
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
の

創
設
者
・
大
隈
重
信

お
お
く
ま
し
げ
の
ぶ

の
母
親
が
安
産

お
札
と
し
て
奉
納
し
た
曼
荼
羅

ま

ん

だ

ら

も
あ

り
ま
す
。

春
と
秋
に
は
観
音
様
の
分
身
を
背

負
っ
て
近
隣
の
集
落
を
巡
礼
す
る

「
背
負
い
観
音
」
と
い
う
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
は
手
入
れ
が

行
き
届
き
、
春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉

は
見
事
で
す
。

下
総
町
名
古
屋
地
区
に
あ
る
、
後

醍
醐
天
皇
に
関
係
し
た
建
武
中
興
十

五
社
の
一
つ
で
、
太
政
大
臣
藤
原
師

ふ
じ
わ
ら
の
も
ろ

賢か
た

公
を
祀ま

つ

っ
た
神
社
で
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、
師
賢
は
後
醍
醐

天
皇
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
戦
い
捕

ら
え
ら
れ
、
こ
の
地
に
流
さ
れ
生
涯

を
終
え
ま
し
た
。
明
治
に
な
る
と
彼

の
遺
徳
を
た
た
え
る
機
運
が
起
こ

り
、
明
治
12
年
、
天
皇
か
ら
小
御
門

神
社
の
社
号
を
賜
り
ま
し
た
。

本
殿
を
囲
む
森
や
杉
・
ヒ
ノ
キ
な

ど
が
生
い
茂
る
参
道
は
、
訪
れ
た
人

を
異
次
元
の
世
界
に
誘い

ざ
な

い
ま
す
。

本堂に飾られたガラス絵馬と板絵馬

楽満寺の山門

小御門神社の森は癒やしの空間
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下総町 
ら く ま ん じ 

こみかどじんじゃ  


